
第 9号  平成 27年 2月発行 

 

-４-                                                                                               -１- 
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愛川町ボランティア連絡協議会 
愛川町角田２５７番地の 1 
（町社会福祉協議会内） 
 ０４６-２８５-２１１１ 

活動の舞台は地域、ボランティア仲間求む 

思いがけない場所で、笑顔と言葉に出逢う

幸せなことがありました。以前、Ｎ中学校に訪

問した際、今でも映画のワンシーンのように印

象深いハプニングでした。生徒の皆さんから

廊下で屈託のない笑顔、元気な声であいさつ

のスコールを浴びたことです。 

地域で老若男女のあいさつが行き交えば、

単調な１日に心の灯りがともることがあるかもし

れません。町内には、多くの福祉関係のボラ

ンティア団体等がありますが、「愛川町ボラン

ティア連絡協議会」は 7 団体が加盟し、主に

田代運動公園で開催する「ふれあい広場」や

ふるさとまつりの「わいわいスペース」等に協

力、加盟団体相互の情報交換を図るととも

に、各グループが得意とするそれぞれの福祉

活動を通し親睦交流を楽しんでいます。 

今年の視察研修は 10 月 4 日、行き先は「神

奈川県立藤野芸術の家」。当日は、建物内部

の説明を受け、館内を探索、おいしい昼食を

とり、参加者全員でガラス細工、木工、陶芸の

絵付けに挑戦しました。清潔でモダンな建

物、又、それなりに財布に優しい宿泊料金も

魅力で、県内の穴場スポットとしての評判も

上々との宣伝もしっかりあり、なぜか納得。帰

りの車中では、陶芸に参加した後期高齢者

（失礼）から、焼き物が手元に届くまで日数が

かかることから「焼き物が届く前に自分が焼か

れてしまうカモネ」とのジョークに一同大笑い。

今後の活動に生かす研修と親睦交流ができ

ました。 

 

愛川町社協 検 索 

 

平成 26年度受賞された方 

「和食」は、自然の尊重、家族の結び、長寿の願いで「日本の守るべき文化」だと勉
強しました。一汁三菜を基本に、美味しく食べ健康な身体作りの必要性を知り、日本古
来の食の繋がりと同様、ボランティアのお互い助け合い温かく接する心も大切な繋が
りのような思いがします。  Ｍ・Ｍ 

座間市のボランティア連絡協議会から、「次回
は、ぜひ座間市へ来てください、ひまわりと谷戸山
公園を案内します。」とお招きをいただきました。 

座間市、愛川町ボラ連で初めての交流会が開催されました。 

井上会長と「けんちゃん」の腹話術挨拶に始まり、座間市、長谷川会長より訪町挨 

拶、町社協萩原会長より歓迎挨拶があり下記スケジュールにて交流を深めました。 

 

愛川町録音ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟかえでの会 岡部 信子

愛川町食生活改善推進団体味彩会 関根 和子

愛川町録音ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟかえでの会 岡部 信子

愛川レクリエーションクラブ 中瀨 洋子

愛川町食生活改善推進団体味彩会

愛川町録音ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟかえでの会 石井 靖子

愛川レクリエーションクラブ 矢島 德惠

マジック愛川クラブ 髙村 敏雄

あシボ 落合  悟

10月18日 (土） 第33回愛川町社会福祉大会受賞者
　　　　　　　　　　愛川町福祉表彰、福祉功労表彰

　　　　　　 　　　　愛川町社会福祉協議会表彰・善行者感謝

10月16日 (木）  第63回神奈川県社会福祉大会受賞者       （敬称略）
　　　　　　　　　 　神奈川県社会福祉協議会　会長感謝

岡本 洋子、工藤 順子
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ボランティア活動について、広く町民
の皆さんに知っていただき、より多くの
方々が、いつでもボランティア活動に参
加できるような “きっかけづくり” を 
しています。 

 

食に関する安全や食
生活のバランスを目標に
食生活改善推進員とし
て、現在 52 名の会員が
活動しています。 

2 年に 1 度開催される
養成講座を受講して入
会していただきます。ピ
ンクのエプロンが目印で
す。 

毎月 2 回の例会

とマジックを通した

ボランティア活動を

しています。 

10 名位から数百

名の観客の前でマ

ジックショーを行い

ます。 

愛川町の高齢者施設６

ヶ所と北部病院で活動し

ています。発足６年目に

なり会員は 19名です。 

相手に寄添い、話したい

こと、伝えたいことを受容

的・共感的な態度で真摯

に聴かせてもらっていま

す。 

施設の納涼祭にも参加

しています。 

を合い言葉にボランティア活動を続けて、 

今年で 35年目を迎えました。 

 

 

けんちんそば、チュロス、ポップコーン 

平
成
９
年
よ
り
、
日
本

語
教
室
を
中
心
と
し
て
交

流
事
業
を
し
て
い
ま
す
。 

教
室
、
交
流
事
業
等
に

参
加
、
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

 

よしっ 

集中！ 

集中！ 

小さな手に 

夢もいっぱい 

視覚障がい者向けの音

声訳テープも今はＣＤ化

の時代。皆でパソコン操

作を勉強中（写真） 

年 2回の楽しい交流会

もあります。 

愛川シニアボランティア 

 9月 6日（土）、ふれあい広場が田代運動

公園で開催されました。 

前日まで天気が心配されましたが、幸い当日

は雨の心配もなく、時折陽の差す蒸し暑い一

日でした。例年に比べ、少し高齢者の方の来

場が少ないように見えましたが、その分、子供

たちだけのグループや幼子を連れた若い家族

が目立ちました。電動車いすの方や車いすを

押してもらっている方もおられました。久しぶり

の再会なのか「一年に一回、ここに来て知り合

いに会うのが楽しみ」と話される高齢者もおら

れました。お孫さんを連れたおじいちゃん、お

ばあちゃんの姿はこの会場で毎回見る風景で

す。あちこちのゲームコーナーから笑い声が

響き、笑顔があふれていました。 

他愛ないといえるようなゲームでも「こんなに

楽しい時間が持てるのだなぁ」と改めて「遊び」

の大切さを認識させられました。私たちは日

頃、マジックを演じてボランティア活動をしてい

ます。「マジックって所詮遊びだなぁ」と思って

いる自分もいたのですが、今日は、それでい

いのかもと少し元気を貰った一日になりまし

た。 

マジック愛川クラブ 髙村 敏雄 


